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１．研究計画の概要 
 2008 年度から 2011 年度の間、夏期、春期
に英国大英博物館を訪問し、デジタル撮影・
調査を行なう。デジタル画像化された浮世絵
資料を日本に持帰り、デジタル処理。開発済
みのカタロギング作業用データベース上で、
メタデータと解説データ付与を行ない、詳細
な分析を実現する。この作業にあたっては、
欧州、米国の所蔵機関への調査が適宜必要で
あり、他機関への調査をも踏まえたデータ入
力ならびにデータ確認作業を行い、カタログ
データを蓄積していく。 
 最終年度、研究の進捗や新発見についての
研究発表を行い、関連のジャーナルにおいて
発表し、全体のカタログ情報を公表する。作
業と同時に大英博物館の所蔵資料データベ
ースへと掲載され、Portal データベースから
画像を含めた検索を可能とする。これにより、
これまで誰も達成していない大英博物館浮
世絵総合カタログが完成する。 
 
 
２．研究の進捗状況 
(1) 2010 年度までの調査･撮影により、浮世
絵については、本研究の計画段階以降に大量
に寄贈された歌川国芳 3000 枚をも含めて、
すべてデジタル化が完了した。 
(2) 書籍形態の資料のなかにも浮世絵が大
量に含まれていることが判明し、これもアル
バム形態のものについては作業を完了して
おり、袋綴形態のものに取掛っている。 
(3)また、予想以上に幕末期の資料が多く、
中期、後期の関連資料の調査が必要となり、
欧米関連コレクションの調査は、当初計画し
て箇所以外に、チェコ国立博物館、国立美術
館、ヴェネチア東洋美術館などの後期作品を

中心とするコレクションの調査を実施して、
内容の充実を図った。 
(4)デジタル画像は、大英博物館の IT 部門と
綿密な打合せの上、譲渡され、博物館の収蔵
品閲覧データベースに逐次掲載されている。
ここでは、かつて図録等で紹介された英文の
解説が再録されており、英語バージョンのカ
タロギングが進んでいる。 
(5)日本語バージョンのカタログデータは、
現在、基本となるメタデータの入力が、16000
枚程度まで進み、2011 年度前期までで基本カ
タログは完成する。これを元に、解説データ
をできる限り充実して、2011 年度末でのカタ
ログ公開へと繋げる。 
(6)研究期間中に対象作品の内、春画・春本
については、大英博物館、ロンドン大学 SOAS
との共同研究に発展し、この分野において、
シンポジウムとワークショップが開催され、
対象作品に関連して研究代表者もすでに 2回
の発表を行った。このプロジェクトは、2013
年度の大英博物館において大規模な展覧会
を実現するものであるが、本研究課題によっ
て、アーカイブされたデジタル画像とカタロ
グデータが活用されている。 
 
 
３．現在までの達成度 
②おおむね順調に進捗している。 
計画していたデジタル画像の作成につい
ては、予想していた以上の作品数を対象とし
なければならなくなったが、順調に作業が進
み、2010 年度までにすべての浮世絵版画につ
いて撮影が完了できた。メタデータの作成も、
予定通りであり、2011 年度の前期に完了する
ことができる。しかしながら、予想より後期
の作品の数が多く、これらを含めた的確なカ
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タロギングが最終年度に達成できるかどう
かが、まだ曖昧なところを残しているため、
上記の評価とした。 
なお、当初カタログデータは、紙媒体での

公表を予定していたが、大英博物館側で公開
している英語によるイメージデータベース
とリンクすることで、Web 上のオンラインカ
タログが実現できる見通しが立った。 
 
 

４．今後の研究の推進方策 
 引続き、夏･春の調査を実施するが、すで
に基本データが出来上ってきており、2011 年
度後半期からは、国際浮世絵学会、アート・
ドキュメンテーション学会などので発表に
努める。また、現在運用中の浮世絵データベ
ースに関しては、ポータルデータベース機能
を追加して、Web 上のオンラインカタログを
実現させる。 
 
 
５. 代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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